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 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること。） 
    Photoinduced decarboxylative radical reactions of amino acid and peptide (ア
ミノ酸やペプチドの光誘起脱炭酸を経由したラジカル反応)                                     
                                          
 












剤に Phen、電子アクセプターに DCBもしくは 1,4-ジシアノナフタレン(DCN)をそれぞれ





































に対し一当量加え、さらに Phen と DCB の濃度を高くすることで、インドリン誘導体が
定量的に得られることが分かった。また、求核剤をシアノアニオンや、メトキサイドイ
オンに変えても、反応が進行した。 
 これらの結果より、Phen と DCB用いた光反応がより温和な条件でペプチドやアミノ酸
を修飾できることや、インドール環における光付加反応が進行することを明らかにした。 
 
